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発 行 所 

五所川原市役所 

482号 

昭和55年11月1日 

印刷 卿佐々木印刷工業 

	

市 の 人 口 
	

男 25,606人 
	

世 帯 数 	14,460 

	

52, 902人 
	

女 27, 296人 
	

（昭和55年10月1日現在）住民基本台帳から 

「豊かな未来、津軽の郷土」 

五所川原青年会議所（尾崎行雄理事長）が、「未 

来の津軽」をテーマに小・中学生から絵画を募 

集、小学生の部で市長賞を受けた市立中央小学 

校 4 年生・松本藤子さんの絵です。 
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灘識響 1 
拶
 

麟
麟
張
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
 

「安
全
で
住
み
よ
い
ま
ち
へ
」
 

期 間 10月15日～12月 3日までの50日間

重点運動 ヤングによる死亡事故の抑止

飲酒運転の根絶 減速運動の推進 

交
通
死
亡
事

故
抑
止
非
常
警

報
発
令
中
の
十

月
二
十
日
、
北

野
県
警
察
本
部

長
、
寺
田
市
長
、
 

下
山
安
全
運
転

管
理
者
協
会
長
、
 

交
通
安
全
母
の

会
会
員
、
交
通

指
導
隊
、
町
内

会
連
合
会
ら
関

係
者
八
十
人
が

街
頭
で
交
通
事

故
防
止
を
訴
え

ま
し
た
。
 

街
頭
か
ら
の

呼
び
か
け
に
先

だ
ち
、
五
所
川
 

原
警
察
署
前
で
は
、
寺
田
市
長

北
野
本
部
長
が

一
行
を
激
励
し

交
通
指
導
隊
員
の
制
服
を
点
検

直
ち
に
旧
ロ
ー
タ
リ
ー
角
、
「
中

三
」
前
で
歩
行
者
ゃ
ド

ラ
イ
バ
 

ー
に
事
故
防
止
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。
 

寺
田
市
長
は
、
 
「
事
故
防
止

に
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
は
交
通
規

則
を
よ
く
守
り
、
歩
行
者
、
自
 

r
 

)
 

転
者
の
方
は
車
に
よ

く
注
意
す

る
こ
と
に
尽
き
る
。
事
故
の
悲

惨
さ
恐
し
さ
を
十
分
わ
き
ま
え

家
庭
に
お

い
て
も

一
人
一
人
が

こ
の
こ
と
を
認
識
し
、
交
通
事

故
の
な
い
安
全
で
住
み
よ
い
地

域
社
会
づ
く
り
を
し
よ
う
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
」
と
呼
び

か
け
、
 

北
野
本
部
長
は
、
 
「地
域
住
民

の
皆
さ
ん
が
、
 一
致協
力
し
て
、
 

自 衛官募集案 内 
陸・海・空自衛隊生徒 

自衛隊の技術部門における専門技術者としての陸・海・空曹を養成 

するため、中学卒のみなさんを対象とした進学制度です。 

ロ受付期間 11月1日lbから1211 20は ぼで。 

ロ受験資格 昭和56年 4 月 1日現在、15歳以 -17歳未満（昭和39年 4 

月 2 目から昭和41年 4 11111までに出り した力 J のlI 本 

国籍を有する男子で中宇校卒業者（昭和56年 3 Ii卒業見 

込の方を含む） 

ロ試験 日 昭和56年lH6日t!- 

ロ試験場 五所川原「Ii中央公民館（市内字鎌谷町） 

ロ志願書類の請求及び提出先 

青森地力連絡部五所川原募集事務所、または li・市民課 

ロお問い合わせ先 青森地力連絡部IL所川原募集事務所（廿⑤23O5番） 
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側
溝
の
清
掃
は

定
期
的
に
 

秋
の
訪
れ
と
と
も
に
、
落
葉

や
ジ
ュ
ー
ス
の
空
き
か
ん
等
に

よ
る
側
溝
の
詰
ま
り
が
目
立
ち

こ
れ
に
よ
っ
て
水
の
流
れ
が
悪

く
な
っ
て
い
ま
す
。
 

特
に
、
雨
降
り
の
多

い
時
期

で
も
あ
り
、
少
々
の
雨
で
も
付

近
一
帯
が
水
浸
し
に
な
る
こ
と

が
し
ば
し
ば
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
 

も
う

一
度
、
家
庭
の
周
り
が
ど

う
な
っ
て
い
る
か
を
確
か
め
、
 

定
期
的
に
清
掃
し
、
水
の
流
れ

を
良
く
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
 

市税は 、
 

轟
移

動
・
巡
回
相
談
所
 

十

一
月
は
次
の
日
程
で
開
設
さ
れ
ま
す
。
 

ご
利
用
下
さ

い
。
 

 

ロ
と
こ
ろ
 

 

ロ
と
 
き
 

       

十

一
月
十
二
日
困
、
十

一
月
一
十
六
日
困

午
前
十
時
か
ら
午
後
二
時
三
十
分
ま
で

市
民
文
化
会
館
別
館

（
旧
中央
公
民
館
）
 

県
交
通
事
故
相
談
所
 

市

・
市
民
相
談
室
 

ノ
‘
 

・
 

・

ソ
 

へ
 

11月30Hは国民健康保険税の三期、固定資産税

の四期が納期限となっております。 

納付には納税貯蓄組合員は組合を通して、他の

方々は指定窓目に納期内納付して下さい。 

（市収納課） 

納期内に納めましよ 

、ー一一 

，

、
 

さ
ら
に
事
故
の

な
い
安
全
な
ま

ち
に
し
た
い
。
 

ヤ
ン
グ
に
よ
る

死
亡
事
故
を
な

く
し
、
全
死
亡

事
故
の
三
割
を

占
め
る
飲
酒
運
 

転
は
家
族
が
互

い
に
注
意
し
合

っ
て
絶
対
な
く

し
、
さ
ら
に
減

速
運
動
を
進
め
 

て
安
全
で
明
る

い
社
会
の
実
現

に
協
力
し
て
ほ

し
い
」
 と
訴
え
 

ま
し
た
。
 

共W
共
W
共
W
朴
静
共
W
共
W
朴
枠
着
共
W
共
W
普
共
W
普
普
v脊
U脊
U脊
共W
普
v脊
共W
碁
v脊
骨
着
v脊
v脊
朴
枠
朴
朴
共W
其
W
枠
着
碁
v脊
u脊
U脊
共W
静
碁
共
W
芸W
共
W
碁
v脊
枠
着
 

ゴ
ミ
は

収
集
日

の
 

朝
出
し

ま
し
よ

う
 

市
で
は
、
指
定
し
た
収
集
日

の
朝
八
時
三
十
分

ま
で
に
ゴ
ミ

を
出
す
よ
う
再
三
協
力
を
呼
び

か
け
て
い
ま
す
が
、

い
ま
だ
に

一
部
の
心
な
い
人
が
前
日
や
収

集
後
に
ゴ
ミ
を
出
し
た
り
、
ま

た
、
燃
え
る
ゴ

ミ
や
燃
え
な
い

ゴ
ミ
を

一
緒
に
出
す
た
め
、
町

内
の
方
や
歩
行
者
に
迷
惑
を
か

け
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
 

今

一
度
、
お
互
い
に
決
ま
り

を
守
り
、
住
み
よ
い
環
境
づ
く

り
に
協
力
し
合
い
ま
し
ょ
う
。
 



、
、

1
 

謡
曲
教
室

の
ム
 

日
本
古
典
芸
術
の
粋
と
い
わ
れ
る
謡
曲
に
関
心
の
あ
る
 

方
を
募
集
し
ま
す
。
 

ふ
る
っ
て
ご
参
加
下
さ

い
。
 

ロ
開
設
日
時
 
毎
週
火
曜
日
午
後
七
時
か
ら
九
時
ま
で
 

ロ
開
設
場
所
 
市
中
央
公
民
館
 

．
 

武
：
郎
（
。
④
五
六
五
〇
番
）
 

【
 
ロ
申

込
み
先
 
五
所
川
原
交
通
安
全
協
会
内
、
 

込
み
先
 
五
所
川
原
交
通
安
全
協
会
内
、
八
木
橋
 

「
川
原
宝
生
ム
g
 

国民年金の加入．ク 

早いほどよい 
現在、匡1民年金の未加人者に加入を勧めていま

すが、お心当たりの方は、早急に手続きをして下

さし、。 

国民年金は、20歳から厚生年金など、他の公的

年金制度に入っていない日本国民が、すべて加入

しなければならない年金制度です。 

国民年金に加入して、 1年以上保険料を納めて

いれば、障害、母子、準母子、遺児などの年金が

受けられますし、25年以上（他の年金と通算でも） 

加入すれば、老齢年金が受けられます。 

加入は、早ければ、早いほどよいわけです。ま

だ未加入の方は、印鑑を持参のうえ、早急に市社

会課・国民年金係において下ドさい。 

保育所（園）と受付定員 

所 在 地 保育所（園）名 定員 
柳 	田丁 IL 所川原保育園 

飯 	詰 若 葉 保 育 園 

鶴 	ケ 	岡 三 好 保 育 所 

湊 さ か え 保 育 園 

松 島 町 まっしま団地保育園 

川 	山 中 川 保 育 所 

藻 藻 川 保 育 園 

羽 野 木 沢 七 和 保 育 園 

鎌 谷 町 か ま や 保 育 園 

米 	田 津 軽 野 保育 園 20606060206J60606090
90
60
90
60
60
60
60
60 

雄 	田 第一さっき保育園 

下 平 井 町 第二さっき保育園 

梅 	田 梅 田 保 育 園 

蓮沼（平和町） さ く ら 保 育 園 

若葉（新宮団地） 新宮団地保育園 

神 	山 長 橋 保 育 園 

み ど り 町 な お み 保 育 園 

飯 	詰 たかたて保育園 

来
年
度
の
保
育
所
（
園
）
児
 

七
日
か
ら
受
け
付
け
 

市
で
は
、
明
年

四
月
一
日
か
ら
保

育
所
（
園
）
に
入

所
す
る
児
童
の
申

請
を
次
の
と
お
り

受
け
付
け
し

ま
す
。
 

▽
受
付
期
間

十

一
月
七
日
、
 

十
二
月
二
十
七
日

ま
で
。
 

▽
受
付
場
所

市
福
祉
事
務
所
 

（
入
所
申
請
用
紙

は
、
当
所
及
び
各

保
育
所

（
園
）
に

あ
り
ま
す
）
 

▽
対
象
児
童
 

生
後
四
カ
月
以
上
、
就
学
前

ま
で
の
乳
幼
児
で
、
家
庭
保
育

が
で
き
な
い
次
の
①
ー
⑥
ま
で

の
事
情
に
あ
る
家
庭
。
 

①
母
親
が
家
庭
外
で
仕
事
を

し
て
い
て
、
同
居
の
親
族
そ
の

他
の
方
も
保
育
が
で
き
な
い
。
 

②
母
親
が

家
庭
内
で
家
事
以

外
の
仕
事
を
し
て
い
て
、
使
用

人
が
い
な
い
家
庭
。
 

③
母
が
死
亡
、
行
方
不
明
等

の
理
由
に
よ
り
母
が

い
な
い
家
 

団
五
十
五
年
分
源
泉
徴
収
票
、
 

所
得
税
納
付
書
、
五
十
五
年
度

納
税
通
知
書

（
市
民
税
・
固
定

資
産
税
）
 

回
母
親
が
勤
務
し
て
い
る
場

合
は
勤
務
証
明
書
。
 

困
母
親
が
出
産
、
病
気
の
場
 

合
は
母
子
手
帳
ま
た
は
診
断
書
。
 

な
お
、
お
お
む
ね
四
歳
以
上

で
、
集
団
保
育
が
可
能
な
通
園

で
き
る
軽
度
の
心
身
障
害
児
の

保
育
も
受
け
付
け
し
ま
す
の
で
 

詳
細
に

つ
い
て
は
、
市
福
祉

事
務
所

へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
 

い
。
 

▽
入
所
の
決
定
は
 

家
庭
構
成
の
状
況
、
特
に
保

護
者
で
あ
る
母
親

の
労
働
形
態
、
 

家
庭
環
境
及
び
そ
の
他
の
状
況

を
面
接
、
実
態
調
査
し
、
決
定

し
ま
す
。
 

入
所
基
準
に
該
当
す
る
児
童

が
保
育
所
の
定
員
を
こ
え
る
場

合
は
、
そ
の
保
育
を
要
す
る
程

度
の
高
い
も
の
か
ら
定
員
の
範

囲
内
に
お

い
て
順
次
入
所
の
可

否
を
決
定
し
ま
す
。
 

希
望
さ
れ
る
方
は
早
め
に
お
申

し
込
み
下
さ
い
。
 

▽
入
所
保
育
園
 
第

一
さ
つ

き
保
育
園
（
雛
田
）
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庭
で
、
他
の
方
が
保
育
に
当
た

れ
な
い
。
 

④
母
親
が
出
産
、
病
気
、
心

身
障
害
等
で
、
保
育
が
で
き
な

い
。
 

⑤
病
人
、
障
害
者
が
あ
り
、
 

母
親
が
看
護
に
当
た
る
た
め
、
 

保
育
が
で
き
な
い
。
 

⑥
家
庭
の
災
害

（火
災
、
風

水
害
等
）

の
た
め
、
復
旧
の
間

保
育
が
で
き
な
い
。
 

▽
添
付
書
類
 

軽

い
心
身
障
害
児
も
受
付
け
 

対
象
児
は
福
祉
事
務
所

へ
 



⑥市では、下記の要項で市営住宅の入居者を募集します。 

(1）募 集 期 間 11月 5 日から11月20日まで 

(2） 入居予定日 12月25日（予定） 

(3）入居者の選考 市営住承具」条1」夢⑨喚、 

(4）建設場所及び住宅種別一・一与；に石鱗り町誤 
ー，~ 

⑥入居資格 

(1） 現に同居し、または同 

(2）市内に住所または勤務 

(3）住宅に困っている方 

(4） 市税等を滞納していな 

(5）政令で定める次の基準 

市7,f住宅入居者選考委員に図って決定します 

『
 

,
 

い
。
 

、
 

 国
民
年
金

の
 

保
険
料
を
免
除
 

な
お
、

免
除
さ

れ
た
分

は
、
三
分

の
ー
の
受
給
権
は

あ

り
ま
す
。

ま
た
、

十
年
以
内
に
免

除
さ

れ
た
分
を
納
め
ま

す
と
、
通
常
の
年
金
を

受
け
ら
れ

ま
す
。
 

市
で

は
、
今
年

の
冷
害
農
家

の
国
民
年
金

保
険
料

の
免

除
中
請
を
受
け
付
け
し

て
お
り
ま
す
の
で
、

早
急
に

申
し

出
て
下
さ
い
。

災
害
に

よ
る
、
国
民
年
金

の
救
済
措
置
は

保
険
料

の
免
除
制
度
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。
 

【
 
こ

の
た
び

の
冷
害
農
家

の
免
除
は
、
持
例
と
し
て
、

五
 

‘
 
十
五
年
度
四
月
分
当
初
か

ら
、
五
十
六
年
二
月
分
ま
で

の
 

ー
カ
年
分

の
保
険
料
を

免
除
す
る
も

の
で
す
。
 

普
通
、
農
家

の
場
合

は
、
収
穫
後
、

保
険
料
を

納
め
る

の
で
、
四
月
分
か

ら
十

一
月
分
ま
で

は
滞
納
に
な
っ

て
お

り
ま
す
。

こ
の
ま
ま
保
険
料
を

滞
納
し

ま
す
と
、
万
一
け

が
を
し
た
り
、

ご
主
人
が

亡
く
な
ら

れ
た
時
な
ど

に
、
障

害
年
金
、

母
イ
年
金

な
ど
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
し
、

老
齢

年
金

も
受
け
ら
れ

な
い
事
が

あ
り

ま
す
。
 

今
年
の
保

険
料

（
一
人
一
年
分
、
定
額
で

四
五
、

二
四

〇
円
、
付
加
年
金
で

五
〇
、
〇
四
〇
円

）
を
納
め
る

の
が

難
し
い
と
考

え
ま
し
た
ら
、

早
速
に

保
険
料

の
免
除
を

申

請
し

て
下
さ
い
。
 

手
続
き
は
、

市
社
会
課

・
国
民
年
金

係
か
各
支
所
、

コ

ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
 
中
川
、
松
島
同
開

設
準
備
室

へ
印

鑑
を
ご

持
参

の
う
え
、
十

一
月
末
日

ま
で

に
お

い
で
下
さ
 

冷
害
農
家
救
済
へ
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市営住宅の入居者を募集 
広田団地（みどり町 1丁目） 
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3, 200, 000円 
(266,666) ( ）は月収換算 

⑥申込手続書類（各 1 部） 

(1） 入居申送書 

(2）所得金額計算書（給与所得者は、昭和54年分源泉徴収票、給与以外の所得者は、昭和53年分所得証明書を添付することJ 
(3）住民票の謄本（婚約中の人は、双方の住民票） 

(4） 市税等を滞納していない証明書（給与所得者は不要） 

(5）婚約者は、婚約証明書 

⑥申込先 （申込用紙交付場所）市・社会課住宅係（廿⑤ 2111・内線 263) 
⑥注意事項 

(1） これまで空家住宅入居申込書を提出された方でも、新規募集ですのであらたに申込みして下さい。 

(2） 申込書等は本人が持参すること。 

(3） 申込書には、現住所、連絡先、電話番号等を明確に書くこと。 
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(6） 利息及び保証料 

〇利 息 年7.7% 

〇保証料 年0.9% 

(7）保証人及び担保 

保証人は1人以上とし、必要に応じて担保を徴する 

ロ受付場所 

取扱金融機関及び信用保証協会 

農業転職訓練生募る 
職種は建築科（型枠） 

ロ対象者 農業委員会が農業構造の改善に伴い、農業従

事者以外の職業につこうとする農業従事者であると認め、 

証明書を交付された方で、 

1． 農業従事者であること。 

2． ほかに安定した職業についていないこと。 

~  3． 農業構造の改善に伴い、農業従事者以外の職業につ 

こうとしていること。 

ロ実施主体 青森県 

ロ実施期間 56年1月～ 3月末まで 

ロ募集人員 10人 

ロ募集開始 11月1日から 

ロ申込み先 五所川原公共職業安定所、または市・商工 

観光課 

ロ入校中の特典 

1．授業料は無料 

2 ．実習用器具及び教材は貸与 

ロ中高年齢失業者には、次の手当が支給されます。 

①基本手当 日額 2,080円（雇用保険受給者は、保険 

日額支給） 

②受講手当 日額 510円 

③通校手当 通校に要する経費（限度額16,080円） 

ロ選考日 12月上旬の予定 

その他、詳細については五所川原公共職業安定所（e④ 

3171番）または木造技術専門校（廿②2424番）及び市・商 

工観光課（廿⑤2111・内線 260番）へお問い合わせ下さい。 

県中小企業体質強化 

資金融資制度ご案内 
この制度は、国と県が協力して経済変動に伴って影響を 

受ける県内中小企業者に対し、長期・低利の資金の融資を 

行なうことにより、中小企業の体質強化及び経営の安定を 

図るために実施するものです。 

ロ保証対象 

(1）地域産業対策融資 

H） 同一業種に属する中小企業者が集中して立地して 

いる地域の経済活動が著しく沈滞していることによ 

り、経営の安定に支障を生じている中小企業者 

同 原材料等の供給構造の変化、取引先の事業活動の 

制限により、経営の安定に支障を生じている中小企 

業者 

ひり 冷夏の影響により経営の安定に支障を生じている 

中小企業者 

ロ取扱金融機関 

青森銀行・みちのく銀行・信用金庫・信用組合及び商 

工組合中央金庫 

ロ保証総額 24億円 

ロ実施期間 

10月 7日から昭和56年 3 月31日まで 

ロ保証条件 

(1） 資金の使途 

運転資金及び設備資金 

(2）保証金額 

一企業につき 2,000万円以内 

(3）保証期間 

運転資金 5年以内 

設備資金 7年以内 

(4）保証形式 

証書貸付の保証 

(5）償還方法 

一括払い、または割賦償還。（運転資金は 6 カ月以内 

設備資金は、1年以内の据置期間を設けることができ 

乳幼児の健康診査 
乳幼児の健康診査と健康相談を次の日程で行い

ます。 該当する赤ちゃんには、受診させるように

して ドさし・ぐ1 
ロ受 付 時 間 午後 0時30分から 1時まで

ロ持参するもの 母 f健康手帳、バスタオル

現在、病気治療中か他の医療機関で健康診査を

受けている乳幼児はご遠慮下さい。 

1歳 6 カ月児に限り歯科衛生指導も行います。 

II 	齢 対 	象 と 	き と こ ろ 

3 カ月児 昭和55年 7 月
生まれの乳児 11月12日 

市民文化 
会館別館 
u日中央公民館〕 

6 カ月児 
日召平U55年 4 月
生まれの乳児 11月18日 

1 	歳 
6 カ月児 

日召利I54fT 5 月
生 まれク）乳児 11(125(1 
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fI みよい環境つくり Jン 環として、市内小中学 
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青少年問題を考える住民対話
集会 

直 	家庭内の対話 

II月~日（土）~lI月30日まで 

青少年の健全育成運動に参加しましょう 

の
普
及
促
進
 

ま
で
 

ロ
実
施
場

所
 

h
所
川
原
共

同
高
等

職
業
訓
練
校
 

口
受
講
者
 

先
」青
h
十

h
名
を
原
則
と
す
る
り
 

ロ
受
講

手
続
き
 

受
講
中

込
書

（
当
校
に
あ
り
ま
1
）
に
 

”
籍
抄
本
‘

通
、
写
真

（
免
許
証
用

一
 

枚
添
付
す
る
こ

と
 

、
4
8時間
の
講習
を
”H
ノ
 

ロ
受
講

資
格
 

同
 

職
種
で
ト

h
年
以
十

の
経
験
者
で

あ
 

1
1ば
だ
れ
で

も
よ
い
 

ロ
受
付
及
び
受
付
場
所
 

m
受
付
 
十

月
ト

目
か
ら

ー
 

月
未

目
ま
で
 

ロ
場
所
 
五

所
川
原
共
同
高

等
職
業

訓
練
校
（
九

所
川
 

原
市
字
幾
世
森
圧

L
番
地
）
 

ロ
実
施
時

期
 
昭
和
圧
十

六
年
 

月
 
目
か

ら
二
月
ト

目
 

、
 

職
業
訓
練
指
導
員
の
 

、
 

⑦ （第 3 種郵便物認可） 

 

広報ごしょがわら 	昭和55年（1980年）11月I日（482号） 

    

    

青少年をすこやかに育てるためマ‘ 

おとなは心に信号機をつけましょう 

交通信号機は、私たちの生活の一部分となり、おとなも、子どもも

それを自然に守って生活をしています。 

これと同じように、子ど tJ に対しておとなが、よいこと、わるいことの信号を出して

やろうという運動が、青少年健全育成信号運動（シクナル運動）です。 

いま、五所川原市で【士、青少年にかかわるあらゆる団体が手を取り 

合って、まず、おとなは「おとなの責任で青少年を指勃、ら守ろう」 
そして、青少年は「自らの手ですこやかに育つため努力する」とい 
う、おとなと青少年カ ーっずつの目標をもって、明るくすこやかに

青少年が育つようにと、健全育成信号運動（シグナル運動）をはじめ

ています。 

どの子もみんな自分の子という気持ちで青少年に、（胃”の信号

を出すよう、おとな一人一人が心がけ、家庭でもまちでもたえず青

少年を見守ってやるようにしましょう 

子どもは、おとなを見習って育ちます。 
あなたの家庭では、子どもを育てる信号は、 

（胃臓田のどれにあたりますか。 
fどものすこやかな成長を願わない親、おとなはありません。 

たえず子どもにみどりの信号を出せる親、おとなになるよう心が 

けましょう。 

五所川原地区青少年健全育成推進員連絡協議会 

五 所 川 原 市 少 年 補 導 セ ン タ ー 
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木川第 2 部 東 	準 幸 	 福 

軽 の 異 人 野 中 武 祉 オムライスはお好き 

想 太宰 治 野 原 一 夫 春 秋 の 橿 

遊文化史 5 巻 半 浄 敏 郎 主婦の天気図 

本教育論争史録 久 木 幸 男 日曜の午後の悲しみ 

寄せー草木花 朝日新聞社 冗 談 の 作 法 

肌 丹 羽 文 雄 接 木 の 台 

の窓の向こうノ＼ 大 石 邦 子 秀 吟 百 趣 

界を創った人びと 平 	凡 	社 悪意のきれっぱし 

フ暇夷ものカ洗り 
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田 中 忠三郎

新 田 次 郎 

影 の 大 老

恋風浮世絵旦茶羅 

直な容疑者 原 田 康 子 人 間 紀 行 

花 の 飾 り 松 本 清 張 さわやかな男 

望 の 構  圏 広 瀬 仁 紀 モラトリアム人間の時代 
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森 	莱新 
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リーブの樹の蔭に 堀 田 善 衛 ロシア人とソビエト人 

闘 旅 行 佐 藤 愛 子 婦人問題辞典 

春 失 恋 記 太 田 治 子 オイルダラーの内幕 
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